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057半透明スクリーンを用いたマルチプロジェクション空間演出
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3.3  “3”という概念の導入
　本作品において3つの層というのは特別なテーマとして扱って
いる。
　映像の動きを拍のタイミングによって合わせたい場合は音楽の
テンポが重要となってくる。拍の時間的間隔はテンポによって導
きだすことが出来、例えばある楽曲の楽譜に♩＝120と記されてい
れば、1分間＝60秒内に四分音符を120回等間隔で刻むテンポ
と決められている。つまり、四分音符と四分音符の間の長さ＝1拍
の時間は60÷120で0.5秒と求めることが出来る。結果、0.5秒とい
う間隔を基準に映像に変化が起こるよう映像制作を行えば、リズ
ムに合った映像が演出出来るということになる。同様に八分音符
のリズムに合わせたければ、八分音符は四分音符の半分の長さ
ということから0.25秒、十六分音符ならさらにその半分の0.125秒
という数値が求められる。
　全体をリズミカルに演出するために、3つのレイヤーにであること
に合わせて音楽の拍子を3/4拍子にした。こうすることによって手
前のレイヤーを1拍目、真ん中のレイヤーを2拍目、奥のレイヤーを
3拍目の役割にすることが出来より見やすい作品にすることが出
来、結果1小節の長さを0.5×3拍分の計1.5秒と決めることが出来
た。また音楽の全体の長さを122小節にすることによって、3分3秒と
いう尺になり全体的に3をテーマにした作品に仕上げることにした。
　4  総括
　今回、半透明スクリーンを使用したマルチプロジェクション表
現について、自身の作品を通じて言及してきた。
　普段我々が観る「映像」というのは、テレビを例に挙げると鑑賞
者と映像の間を「ディスプレイ」が、映画館等では、映写機から映
し出される映像とその向こう側を「スクリーン」が分け隔てる。だ
が、半透明スクリーンを使用することによって、その分け隔てを曖
昧な存在にすることが可能となる。鑑賞者が観る位置を一つの視
点だと定義すれば、その視点から映像が浮かび上がって見える
効果があり、また映像の「向こう側の映像」を表現することが可能
になり、結果、1つの映像では表現仕切れなかった「向こう側」を
表現することが出来た。
　また、マルチプロジェクション自体に映像表現の可能性が秘め
られており、例えば単純に2台のプロジェクターを使用することに
よって、DVフォーマットの720×480ピクセルの映像を例に取れ
ば、1440×480ピクセル又は720×960ピクセルまで幅を拡げるこ
とが出来る。同様に4台まで増設すれば設置の仕方に因っては
2880×480ピクセル、720×1920ピクセル、1440×960ピクセルま
で拡大することが可能であり、また独立した映像同士の関連性を
持たせることも可能となってくる。
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